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【手続補正書】
【提出日】平成29年8月31日(2017.8.31)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の先読み予告演出を実行可能な先読み予告演出実行手段を備えたぱちんこ遊技
機であって、
　前記複数種類の先読み予告演出のうちの一の先読み予告演出は、装飾図柄の変動表示中
であっても前記装飾図柄の変動固定時間中であっても演出が開始可能な第１先読み予告演
出であり、
　前記複数種類の先読み予告演出のうちの一の先読み予告演出は、前記変動固定時間が終
了した後の前記装飾図柄の変動開始に基づいて演出が開始される第２先読み予告演出であ
り、
　複数種類の演出モードに応じた演出を実行可能に構成されており、
　前記複数種類の演出モードのうちの一の演出モードは、第１の演出モードであり、
　前記複数種類の演出モードのうちの一の演出モードは、前記第１の演出モードとは異な
る第２の演出モードであり、
　前記第１の演出モードよりも前記第２の演出モードの方が、前記先読み予告演出が開始
される割合が低くなるように構成されており、
　保留数に対応する数の保留アイコンを表示可能な表示手段を備え、
　前記保留数が増加した場合に、増加した保留数に対応した保留アイコンを前記表示手段
に表示させ、
　前記第１先読み予告演出は、前記保留アイコンを用いた表示による先読み予告演出であ
る
ことを特徴とするぱちんこ遊技機。
【請求項２】
　前記ぱちんこ遊技機は、
　大当りとなることを示す第１の図柄と、大当りとならないことを示す第２の図柄と、大
当りとならないことを示し前記第２の図柄と異なる第３の図柄とを含む複数の特別図柄を
停止表示可能であり、
　前記特別図柄が停止表示されるよりも前に、当該停止表示される図柄を特定可能に構成
されており、
　前記第２の図柄が停止表示されることが特定された場合には、前記第３の図柄が停止表
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示されることが特定された場合よりも前記先読み予告演出が実行されやすいことを特徴と
する請求項１記載のぱちんこ遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本態様に係るぱちんこ遊技機は、
　複数種類の先読み予告演出を実行可能な先読み予告演出実行手段を備えたぱちんこ遊技
機であって、
　前記複数種類の先読み予告演出のうちの一の先読み予告演出は、装飾図柄の変動表示中
であっても前記装飾図柄の変動固定時間中であっても演出が開始可能な第１先読み予告演
出であり、
　前記複数種類の先読み予告演出のうちの一の先読み予告演出は、前記変動固定時間が終
了した後の前記装飾図柄の変動開始に基づいて演出が開始される第２先読み予告演出であ
り、
　複数種類の演出モードに応じた演出を実行可能に構成されており、
　前記複数種類の演出モードのうちの一の演出モードは、第１の演出モードであり、
　前記複数種類の演出モードのうちの一の演出モードは、前記第１の演出モードとは異な
る第２の演出モードであり、
　前記第１の演出モードよりも前記第２の演出モードの方が、前記先読み予告演出が開始
される割合が低くなるように構成されており、
　保留数に対応する数の保留アイコンを表示可能な表示手段を備え、
　前記保留数が増加した場合に、増加した保留数に対応した保留アイコンを前記表示手段
に表示させ、
　前記第１先読み予告演出は、前記保留アイコンを用いた表示による先読み予告演出であ
る
ことを特徴とするぱちんこ遊技機である。
尚、本態様に係るぱちんこ遊技機は、
　大当りとなることを示す第１の図柄と、大当りとならないことを示す第２の図柄と、大
当りとならないことを示し前記第２の図柄と異なる第３の図柄とを含む複数の特別図柄を
停止表示可能であり、
　前記特別図柄が停止表示されるよりも前に、当該停止表示される図柄を特定可能に構成
されており、
　前記第２の図柄が停止表示されることが特定された場合には、前記第３の図柄が停止表
示されることが特定された場合よりも前記先読み予告演出が実行されやすいことを特徴と
してもよい。
＜付記＞
　尚、本態様とは異なる別態様について以下に列記しておくが、これらには何ら限定され
ることなく実施することが可能である。
　本別態様に係るぱちんこ遊技機は、
　遊技球が入球可能な第一始動口（例えば、第１主遊技始動口Ａ１０）と、
　遊技球が入球可能な第二始動口（例えば、第２主遊技始動口Ｂ１０）と、
　第二始動口（例えば、第２主遊技始動口Ｂ１０）に取り付けられた、開放状態及び閉鎖
状態に変位可能な可変部材であって、開放状態に変位したときには第二始動口（例えば、
第２主遊技始動口Ｂ１０）に遊技球が入球可能又は閉鎖状態と比較して入球容易であり、
閉鎖状態に変位したときには第二始動口（例えば、第２主遊技始動口Ｂ１０）に遊技球が
入球不能又は開放状態と比較して入球困難に構成されている可変部材（例えば、第２主遊
技始動口電動役物Ｂ１１ｄ）と、
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　開状態と閉状態を採り得る可変入賞口（例えば、第１大入賞口Ｃ１０、第２大入賞口Ｃ
２０）と、
　第一識別情報を表示可能な第一識別情報表示部（例えば、第１主遊技図柄表示部Ａ２１
ｇ）と、
　第二識別情報を表示可能な第二識別情報表示部（例えば、第２主遊技図柄表示部Ｂ２１
ｇ）と、
　第一始動口（例えば、第１主遊技始動口Ａ１０）への入球に基づき、第一乱数を取得す
る第一乱数取得手段（例えば、第１主遊技乱数取得判定実行手段ＭＪ２１‐Ａ）と、
　第一乱数取得手段（例えば、第１主遊技乱数取得判定実行手段ＭＪ２１‐Ａ）により第
一乱数が取得された場合、第一識別情報の変動表示開始条件を充足するまで当該取得され
た第一乱数を一時記憶して、第一保留が生起するよう制御する第一乱数一時記憶手段（例
えば、保留制御手段ＭＪ３０）と、
　ある第一保留に関する第一識別情報の変動表示開始条件を充足した場合において、当該
ある第一保留に係る第一乱数に基づき当否判定を実行し、当該当否判定結果に基づく第一
識別情報の停止表示態様と第一識別情報の変動表示態様とを決定する第一遊技内容決定手
段（例えば、遊技内容決定手段ＭＮ）と、
　第一遊技内容決定手段（例えば、遊技内容決定手段ＭＮ）による決定に従い、第一識別
情報表示部（例えば、第１主遊技図柄表示部Ａ２１ｇ）にて第一識別情報を変動表示させ
た後に第一識別情報を停止表示させるよう制御する第一識別情報表示制御手段（例えば、
第１・第２主遊技図柄制御手段ＭＰ１１‐Ｃ）と、
　第二始動口（例えば、第２主遊技始動口Ｂ１０）への入球に基づき、第二乱数を取得す
る第二乱数取得手段（例えば、第２主遊技乱数取得判定実行手段ＭＪ２１‐Ｂ）と、
　第二乱数取得手段（例えば、第２主遊技乱数取得判定実行手段ＭＪ２１‐Ｂ）により第
二乱数が取得された場合、第二識別情報の変動表示開始条件を充足するまで当該取得され
た第二乱数を一時記憶して、第二保留が生起するよう制御する第二乱数一時記憶手段（例
えば、保留制御手段ＭＪ３０）と、
　ある第二保留に関する第二識別情報の変動表示開始条件を充足した場合において、当該
ある第二保留に係る第二乱数に基づき当否判定を実行し、当該当否判定結果に基づく第二
識別情報の停止表示態様と第二識別情報の変動表示態様とを決定する第二遊技内容決定手
段（例えば、遊技内容決定手段ＭＮ）と、
　第二遊技内容決定手段（例えば、遊技内容決定手段ＭＮ）による決定に従い、第二識別
情報表示部（例えば、第２主遊技図柄表示部Ｂ２１ｇ）にて第二識別情報を変動表示させ
た後に第二識別情報を停止表示させるよう制御する第二識別情報表示制御手段（例えば、
第１・第２主遊技図柄制御手段ＭＰ１１‐Ｃ）と、
　第一乱数に基づく当否判定結果が当選であって第一識別情報が停止表示された後、又は
、第二乱数に基づく当否判定結果が当選であって第二識別情報が停止表示された後におい
て、可変入賞口（例えば、第１大入賞口Ｃ１０、第２大入賞口Ｃ２０）を遊技者にとって
有利な状態とし得る特別遊技を実行可能な特別遊技制御手段（例えば、特別遊技制御手段
ＭＰ３０）と
を備え、
　第一乱数に基づく当否判定結果が非当選である場合における第一識別情報の停止表示態
様に係る種類数は複数であり、第二乱数に基づく当否判定結果が非当選である場合におけ
る第二識別情報の停止表示態様に係る種類数も複数であり、
　第一乱数に基づく当否判定結果が非当選である場合における第一識別情報の停止表示態
様に係る種類として、非当選時第一識別情報停止表示態様Ａと非当選時第一識別情報停止
表示態様Ｂと非当選時第一識別情報停止表示態様Ｃとを少なくとも有しており、
　第一識別情報の停止表示態様が非当選時第一識別情報停止表示態様Ａとなる場合におけ
る第一識別情報の変動表示期間よりも、第一識別情報の停止表示態様が非当選時第一識別
情報停止表示態様Ｃとなる場合における第一識別情報の変動表示期間の方が、相対的に長
期間となり易いよう構成されており、
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　第二乱数に基づく当否判定結果が非当選である場合における第二識別情報の停止表示態
様に係る種類として、非当選時第二識別情報停止表示態様Ａと非当選時第二識別情報停止
表示態様Ｂと非当選時第二識別情報停止表示態様Ｃとを少なくとも有しており、
　可変部材（例えば、第２主遊技始動口電動役物Ｂ１１ｄ）の開放容易性に関する遊技状
態として、非開放容易状態と非開放容易状態よりも可変部材が開放状態となり易い開放容
易状態とを有しており、
　非開放容易状態である場合においては、第一識別情報の停止表示態様が非当選時第一識
別情報停止表示態様Ａとなる場合、第一識別情報の停止表示態様が非当選時第一識別情報
停止表示態様Ｂとなる場合、及び、第一識別情報の停止表示態様が非当選時第一識別情報
停止表示態様Ｃとなる場合のいずれとなるかに応じて、第一識別情報の変動表示態様の選
択傾向が異なり、
　開放容易状態である場合においては、第二識別情報の停止表示態様が非当選時第二識別
情報停止表示態様Ａとなる場合、第二識別情報の停止表示態様が非当選時第二識別情報停
止表示態様Ｂとなる場合、及び、第二識別情報の停止表示態様が非当選時第二識別情報停
止表示態様Ｃとなる場合のいずれとなるかに応じて、第二識別情報の変動表示態様の選択
傾向が異なり、
　非開放容易状態である場合においては、第二識別情報の停止表示態様が非当選時第二識
別情報停止表示態様Ａとなる場合、第二識別情報の停止表示態様が非当選時第二識別情報
停止表示態様Ｂとなる場合、及び、第二識別情報の停止表示態様が非当選時第二識別情報
停止表示態様Ｃとなる場合のいずれとなるかに拘わらず、第二識別情報の変動表示態様の
選択傾向が同一となるか、又は、当該いずれとなるかに応じた第二識別情報の変動表示態
様の選択傾向が、開放容易状態である場合と比較して相対的に相違せず、
　前記第一識別情報の変動表示態様の選択傾向が異なるよう構成するに際しては、
　ある第一保留に関する第一識別情報の変動表示開始条件を充足した際に第一識別情報の
停止表示態様が非当選時第一識別情報停止表示態様Ａとなる場合には、当該ある第一保留
に関する第一識別情報の変動表示開始条件を充足した時点で残存している第一保留の数に
応じて、第一識別情報の変動表示期間に係る平均値が相違し得る一方、
　ある第一保留に関する第一識別情報の変動表示開始条件を充足した際に第一識別情報の
停止表示態様が非当選時第一識別情報停止表示態様Ｂ又は非当選時第一識別情報停止表示
態様Ｃとなる場合には、当該ある第一保留に関する第一識別情報の変動表示開始条件を充
足した時点で残存している第一保留の数に拘わらず、第一識別情報の変動表示期間に係る
平均値が均一となり、
　前記第二識別情報の変動表示態様の選択傾向が異なるよう構成するに際しては、
　ある第二保留に関する第二識別情報の変動表示開始条件を充足した際に第二識別情報の
停止表示態様が非当選時第二識別情報停止表示態様Ａとなる場合には、当該ある第二保留
に関する第二識別情報の変動表示開始条件を充足した時点で残存している第二保留の数に
応じて、第二識別情報の変動表示期間に係る平均値が相違し得る一方、
　ある第二保留に関する第二識別情報の変動表示開始条件を充足した際に第二識別情報の
停止表示態様が非当選時第二識別情報停止表示態様Ｂ又は非当選時第二識別情報停止表示
態様Ｃとなる場合には、当該ある第二保留に関する第二識別情報の変動表示開始条件を充
足した時点で残存している第二保留の数に拘わらず、第二識別情報の変動表示期間に係る
平均値が均一となるよう構成されており、
　第一識別情報の停止表示態様が非当選時第一識別情報停止表示態様Ｂとなる場合におけ
る第一識別情報の変動表示期間よりも、第一識別情報の停止表示態様が非当選時第一識別
情報停止表示態様Ｃとなる場合における第一識別情報の変動表示期間の方が、相対的に長
期間となり易いよう構成されており、且つ、第二識別情報の停止表示態様が非当選時第二
識別情報停止表示態様Ｂとなる場合における第二識別情報の変動表示期間よりも、第二識
別情報の停止表示態様が非当選時第二識別情報停止表示態様Ｃとなる場合における第二識
別情報の変動表示期間の方が、相対的に長期間となり易いよう構成されており、
　第一乱数に基づく当否判定結果が非当選である場合における第一識別情報の停止表示態
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様は、非当選時第一識別情報停止表示態様Ａよりも非当選時第一識別情報停止表示態様Ｂ
となり難く、且つ、非当選時第一識別情報停止表示態様Ｂよりも非当選時第一識別情報停
止表示態様Ｃとなり難いよう構成されており、
　第二乱数に基づく当否判定結果が非当選である場合における第二識別情報の停止表示態
様は、非当選時第二識別情報停止表示態様Ａよりも非当選時第二識別情報停止表示態様Ｂ
となり難く、且つ、非当選時第二識別情報停止表示態様Ｂよりも非当選時第二識別情報停
止表示態様Ｃとなり難いよう構成されている
ことを特徴とするパチンコ遊技機である。
　尚、上記における選択傾向とは、変動パターンに由来するものと、保留数に由来するも
のとがある。変動パターンに由来する場合には、選択される変動パターンや種別などが異
なる一方、保留数に由来する場合には、保留消化時における残存保留数に依存するか依存
しないか、であり、これらのいずれかを採用すればよい。
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